




















































































成 り立ちことである. また,F が (強)パ-
システン トとは,任意の x∈ intE に対 して
liminft→∞d(7T(I,i),∂E)>0が成 り立つことで
ある.




lm inftー ∞d(打(3,i),∂E)≧ Eが任意のx∈intEに
対して成り立っことである.





















































































































































(tklで,tk- ∞ (k- ∞)をみたし,xk-7T(I,tk)
とおくと,a(xた,M)- ∞ (k- ∞)となるもの
がある (図 3)･Thを負の数で,q(xk,Th)∈∂V,
1r(xk,【Th,0】)⊂V となるものとし,yk-7T(孤,Tk)
とおく (図 3).∂V はコンパクトなので,部分列
をとりなおすことにより,yk- y(k- ∞)と
なる y∈∂V がある.ところで,M が不変集合
なので,〟 に近い点ほど 〟 から離れるのに時間
がかかることが,7Tの連続性からわかる.よって,































































が存在するとき,孤立不変集合 〟 1から 〟 2-の
チェーンがあるといい,〟 1- 〟 2と書く.
有限個の孤立不変集合からなる族 fMi)のサイ



















































がな りたっ･ よって,先 と同様に,A-(p,1)∩


























































したがって,十分大きな nに対して,0≦ sln ≦
tln なる数と,点 x ln ∈Tnで, 31n ∈∂Uil,
汀(xln,tュn)∈∂Uil,a(汀(xln,Sln),unM il)- 0
(n- ∞),汀(xln,[0,tlnl)⊂Uilなるものが存在す













El∈∂Utl ⊂ Vtlを通る正軌道が t-Tlで
始めて Vilの外に出るとする.6-1-7T(E-1,Tl)∈



































































収支 (C4,1)以下の 1,2をみたす ∂>0が存在
する:
1. x ∈ E がすべての t ≧ 0に対 し
a(q(xn,i),∂E)<6をみたすなら,7+(｡)は相対
コンパクトである.
2･(xn)⊂EがIimsuptーCX,a(7T(xn,i),∂E)-0
(n- ∞)をみたすなら,cl(Un｡NA+(xn)はコン
パクトである.
この他にも,Thieme【51は,流れの代わりに半流
を対象としたり,Eの局所コンパクトな距離空間と
いう倣定を除き,代わりの仮定を設けたりするなど,
佐々木 徹ら/ 力学系のパーシステンス
パーシステンスの結果を拡張している.しかし,我々
の目的のためには,更なる理論の整理,検討が必要で
あり,それは今後の課題である.
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